
令 和 ６ 年 度 　 徳 島 市 国 府 中 学 校 　 総 括 評 価 表  
 

自 　 己 　 評 　 価 学 校 関 係 者 評 価 　 　 次 年 度 へ の 課 題 と  
　 　 今 後 の 改 善 方 策

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評 　 価 学 校 関 係 者 の 意 見

評 価 指 標  評 価 指 標 の 達 成   〈 自 己 評 価 結 果 に つ い て 〉  
    　

○ 授 業 に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。                　 　（ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） A 4 4％ , B 4 6％ , C 8％ , D 2％    
○ 先 生 は 、わ か り や す い 授 業 を 行 っ て い る 。      　 　（ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） A 4 6％ , B 4 7％ , C 5％ , D 2％          

    ○ 予 習 ・ 復 習 ・ 宿 題 な ど 、 計 画 的 に 学 習 に 取 り 組 め て い る 。
                                            　 　  （ 生 徒 ア ン ケ ー ト ） A 2 8％ , B 4 2％ , C 2 4％ , D 6％   

  
○ め あ て の 提 示 や 板 書 ・ 発 問 の 工 夫 等 を 行 っ て い る 。　（ 教 員 ア ン ケ ー ト ） A 3 2％ , B 6 5％ , C  3％ , D 0％  　 　  (所 見 )    
○ 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に 向 け 、 授 業 形 態 の 工 夫 を 行 っ て い る 。  A 4 9％ , B 4 9％ , C 2％ , D 0％ 　 　 　    
                                               　 （ 教 員 ア ン ケ ー ト ）    
○ I C Tを 授 業 に 効 果 的 に 取 り 入 れ て い る 。           （ 県 教 委 ア ン ケ ー ト ） ほ ぼ 毎 日 ～ 週 １ 回  2 2 ％ → 2 9 ％  　  

月 1回 未 満 　 　 　    4 6％ → 3 7％  
 

○ 教 材 研 究 や 授 業 研 究 な ど 資 質 向 上 に 努 め て い る 。    （ 教 員 ア ン ケ ー ト ） A 4 9％ , B 4 9％ , C 2％ , D 0％   
 ○ 読 書 の 大 切 さ を 伝 え 、 読 書 に 親 し む よ う な 指 導 を 心 が け て い る 。  A 1 9％ , B 4 3％ , C 3 8％ , D 0％  
                                                  （ 教 員 ア ン ケ ー ト ）  

  
 活 動 計 画  活 動 計 画 の 実 施 状 況   

    
   ・ 次 時 の 授 業 準 備 を 行 っ た の ち 休 憩 に 入 り 、 ３ 分 前 着 席 に 取 り 組 む 。 授 業 規 律 や 家 庭 学 習 の 大

   ・ 教 科 間 で の 教 材 の 共 有 や 、 相 互 参 観 週 間 で の 意 見 交 換 を 行 う 。 切 さ を 、 日 常 的 に 生 徒 に
  ・ 家 庭 学 習 の 指 導 を し た り 、 学 年 だ よ り や 面 談 で 呼 び か け た り す る 。 指 導 を し た 。

 
・ 学 び 方 を 工 夫 し 、 定 着 度 合 い を 振 り 返 り シ ー ト や テ ス ト で 計 る 。  発 問 の 工 夫 を 行 っ た り 、
・ 授 業 の な か で 、 自 分 の 考 え を 述 べ さ せ る 発 問 の 工 夫 を 行 う 。  教 科 部 会 で 、 記 述 式 問 題
・ 授 業 の な か で 、 自 分 の 考 え を 記 述 さ せ 学 び を 整 理 し 、 明 確 に す る 。  の 工 夫 ・ 改 善 を 行 っ た 。
・ 図 書 委 員 会 の 活 動 推 進 や ビ ブ リ オ バ ト ル 等 を 行 い 読 書 推 進 を 行 う 。

 ・ I C Tを 効 果 的 に 活 用 す る 授 業 実 践 を 行 い 、 教 員 間 で 共 有 す る 。 I C T 活 用 の 実 践 を 校 内 研
 ・ 相 互 参 観 週 間 を 通 し て 、 教 科 や 学 年 の 壁 を 越 え 、 学 び の 体 制 を 整 え る 。 修 し た 。 相 互 参 観 週 間 を

・ 家 庭 学 習 の 仕 方 を 指 導 し 、 三 者 面 談 な ど で 家 庭 へ 呼 び か け る 。 通 し て 、 教 師 自 身 の 授 業
改 善 に つ な げ た 。

評 価 指 標  評 価 指 標 の 達 成 度  〈 自 己 評 価 結 果 に つ い て 〉 
                    

○ 授 業 や 学 校 生 活 で 、 生 徒 の 実 態 や 課 題 に 即 し た 人 権 教 育 を 行 っ て い る 。  A 3 0％ , B 6 2％ , C 8％ , D 0％  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 教 員 ア ン ケ ー ト ）   
○ 生 徒 へ の 声 か け や 観 察 等 を 通 し て 情 報 収 集 を 行 い 、 生 徒 理 解 に 努 め て い A 5 1％ , B 4 9％ , C 0％ , D 0％  
る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 教 員 ア ン ケ ー ト ）  (所 見 )  
○ い じ め の 早 期 発 見 に 心 が け 、い じ め を 許 さ な い 環 境 づ く り に 努 め て い る 。 A 5 9％ , B 4 1％ , C 0％ , D 0％  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 教 員 ア ン ケ ー ト ）  
○ 担 当 学 級 の 生 徒 の 特 性 を 把 握 す る よ う に 努 め て い る 。（ 教 員 ア ン ケ ー ト ） A 6 5％ , B 3 5％ , C 0％ , D 0％  

○ 自 分 の 進 路 に つ い て 考 え た り 調 べ た り 相 談 し た り し て い る 。  A 3 6％ , B 3 4％ , C 2 2％ , D 8％  
                                              　 　（ 生 徒 ア ン ケ ー ト ）  
○ キ ャ リ ア 学 習 を 行 い 、生 徒 自 ら が 進 路 に つ い て 考 え る 機 会 を 設 定 し た り 、 A 3 5％ , B 5 4％ , C 1 1％ , D 0％

進 路 相 談 し た り し て 、 自 ら 進 学 に つ い て 考 え さ せ る よ う に し て い る 。     
                                              　 　（ 教 員 ア ン ケ ー ト ）

活 動 計 画  活 動 計 画 の 実 施 状 況  
  

・ 人 権 獲 得 の 歴 史 や 個 別 人 権 課 題 を 指 導 し 、差 別 を 解 消 す る 行 動 力 を 養 う 。 
 ・ 互 い を 認 め 合 い 、 向 上 し て い く こ と の で き る 力 を 養 う 。

・ 声 か け や ア ン ケ ー ト 等 を 通 し て 、 生 徒 理 解 に 努 め る 。

・ 職 業 調 べ を 行 っ た り 、 様 々 な 活 動 を 通 し て 自 ら の 適 性 に 合 っ た 進 路 を 決
 定 し た り で き る よ う キ ャ リ ア 学 習 を 進 め る 。

・ １ 人 １ 人 の 生 徒 理 解 に 努 め 、 い じ め の 根 絶 等 に 向 け 、 早 期 発 見 に 努 め る
と と も に 、 組 織 で 適 切 な 対 応 を 行 う 。

家 庭 ・ 地 域 評 価 指 標  評 価 指 標 の 達 成 度    〈 自 己 評 価 結 果 に つ い て 〉 ◇ 学 校 の 教 育 活 動 に つ
と 連 携 し た    い て 保 護 者 に 理 解 さ れ
学 校 づ く り ○ HPや 各 種 通 信 を 積 極 的 に 活 用 し 情 報 発 信 を 行 っ て い る 。 　 　 (保 護 者 アン ケ ー ト ) A 2 2％ , B 5 5％ , C 2 1％ , D 2％        　 国 府 中 学 校 を 卒 る よ う に 、 積 極 的 な 広
の 推 進 ○ P T A活 動 や 地 域 と の 連 携 に 努 め て い る 。           　  (保 護 者 ア ン ケ ー ト ) A 1 6％ , B 6 3％ , C 2 0％ , D 1％  業 し た 人 の 成 人 式 報 活 動 に 努 め る 。  

が 、 大 変 素 晴 ら し か  
○ 各種説明会や学校行事に参加しようとしている。     　      （保護者アンケート） A 3 2％ , B 5 5％ , C 1 0％ , D 3％ (所 見 )  っ た の は 、 国 府 中 学  

わかる授業に

向けての手立

てとして、IC

Tを活用した

授業改善を行

い、一定の成

果をえた。今

後は、協働的

な学びを日常

的に行うこと

で、自分の考

え を 述 べ た

り、書いたり

する機会を増

やしていく。

家庭学習の習

慣化について

は、今後も課

題 が 残 る 。

　授業の目的、他教科との
関連の共有、家庭学習の指
導等、教員それぞれの工夫
や努力がうかがえる。

◇「わかる授業」をめざし、今

後も教員間での情報交換や最新

情報の入手に努める。また、今

後も学習規律の徹底を図り、学

習環境の構築に努める。 

◇学習形態を工夫し、生徒たち

が自分の考えを述べる機会を増

やすことで、他者と合意形成で

きる生徒の育成を目指していく。 

◇家庭学習の方法等を指導する

と共に、家庭との連携を図る。 

◇生徒には、学習計画と授業の

振り返りをきちんとさせ、自分

の学びを調整させていきたい。

また、学習活動に対するフィー

ドバックを明確・迅速に行い、

生徒の自己改善につなげられる

手立てを行う。 

◇不登校生に対する手立てとし

て、ICTを活用した支援体制を構

築していく。 

家 庭 ・

地 域 と

の 連 携

強 化 に努

め る。

互 い の 人 権

を 尊 重 し 、

す る ど い 人

権 感 覚 を 養

い 、 社 会 の

形 成 者 と し

て 自 己 実 現

が で き る 力

を 育 む 。

人 権 意 識

の 向 上 を

図 る と と

も に 、 キ

ャ リ ア 形

成 に 努 め

る 。

基 礎 基 本 を

重 視 す る と

と も に 、 I C

T を 効 果 的

に 活 用 し 学

力 を 向 上 さ

せ 、 主 体 的

に 学 ぶ 生 徒

の 育 成 を め

ざ す 。

学 力 向 上
の た め の
授 業 力 向
上 に 努 め
る 。

  生徒に寄り添い、いじめ
の早期発見に心がけ、いじ
めを許さない体制を教職員
全体で、作っていこうとす
る心構えがわかるし、生徒
たちもよく応えているよう
である。

Ｂ  

Ｂ  

Ｂ  

◇自分の長所を見つけ、それを
生かすことのできる社会の形成
者になれるよう、系統立てたキ
ャリア教育を行っていく。 
 

◇今後も引き続き、するどい人
権感覚をもち、人権侵害をしな
い、許さない（傍観者にならな
い）生徒を育成していくための
人権学習を行う。 
 

◇日常生活の中で、自分の考え
方と違う多様な考え方があるこ
とを知り、認め、周囲の人に対
しての思いやりのある行動や気
遣いができる生徒を育てていく。 

令和８年度のブロック人権に向けて、学年ご

との研究・実践を行った。来年度は、学校全

体で人権学習や取組を実践していきたい。

「地域の中で子どもは育つ」を共
通理念として、地元の企業と共に
キャリアフェスを行った。

総 合 所 見 

総 合 所 見 

総 合 所 見 

多様性を認め
る生徒やする
どい人権感覚
をもった生徒
の 育 成 に む
け、今後も系
統的な指導が
必要である。 
キャリア教育
については、
地域と共に進
めることで、
大きな成果を
得 ら れ た 。

 「授業に積極的に参加し
ている」の項目がAB合わせ
て９０％、「わかりやすい
授業を行っている」の項目
が９３％等、かなりの高評
価なのは、日頃の先生方の
取組の賜である。



 校 の よ き 美 風 の 現 れ ◇ 家 庭 に 向 け て 配 布 す
○ 学校からのプリントやお便りを見るようにしている。　　   （保護者アンケー ト ） A 3 1％ , B 4 7％ , C 1 6％ , D 6％  で あ る 。 よ き 美 風 ・ る 文 書 や 便 り を 、 継 続

 伝 統 を 継 続 し て ほ し し て マ チ コ ミ メ ー ル か
活 動 計 画  活 動 計 画 の 実 施 状 況 　 　 　    い 。  ら デ ー タ で 送 信 す る 。  

   　 　 　
・ 学 校 の 情 報 を 積 極 的 に 発 信 し 、 開 か れ た 学 校 づ く り を 行 う 。 情 報 発 信 を 、 H Pや マ チ コ 　 学 校 評 価 の 結 果 ◇ 全 教 職 員 が 学 校 運 営

ミ メ ー ル で 適 宜 行 っ た 。 が 、 多 く の 保 護 者 に に 参 画 し て い る 意 識 を
も し っ か り と 届 く よ も ち 家 庭 ・ 地 域 と の 連

・ 各種学校行事において保護者や地域の方々と連携体制を築くよう努める。 多 数 の 保 護 者 や 地 域 の 方 う に す る た め に 、 マ 携 を 行 う 。
々 の 協 力 ・ 参 加 を 得 ら れ チ コ ミ 等 の 活 用 を 積
た 。 極 的 に す る と よ い 。  

 
 ・ 新 し い 生 活 様 式 を 考 慮 し 、 新 た な 視 点 で 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 を 考 え る 。 マ チ コ ミ メ ー ル か ら 、 お

知 ら せ 等 を デ ー タ で 保 護
者 に 送 信 し 、好 評 だ っ た 。

　 総 合 評 価 の 基 準 　 　 　 Ａ  で き た 　 　 Ｂ  ほ ぼ で き た 　 　 Ｃ  あ ま り で き な か っ た 　 　 D　 で き な か っ た  
 

学校の教育

活動をHPや

マチコミメ

ールを活用

し広報した。

防災クラブ

やボランテ

ィア活動が、

地域との結

びつきを強

めた。


